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【機密性２】富山県の一括発注状況

・平成27年度
県にて砺波市橋梁43橋、南砺市橋梁39橋の点検業

務を一括発注
（公財）富山県建設技術センターにて進行管理

・平成28年度
県にて砺波市橋梁16橋、南砺市橋梁32橋の点検業

務を一括発注
（公財）富山県建設技術センターにて進行管理

・平成29、30年度
一括発注希望市町村なし

・令和元年度
平成30年12月に、各市町村へ一括発注の希望照会を行った結果、希望なし

資料６-２

【令和２年度に向けて】

【一括発注の経緯】

令和元年１０月頃に、市町村への地域一括発注を要望について意向確認を行い、要望を受けて実施予定。
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （富山河川国道事務所）

【トンネル点検の精度向上・品質確保方策】
○トンネルを適切に維持管理していくためには、点検結果の精度向上、品質確保が不可欠で
あり、また季節や天候に伴うトンネルの状態変化についても把握することが重要である。

資料7-1

○点検結果整理後の見直し点検（遠望目視）によ
り記録漏れや見落としを回避

○新技術（インフラ点検レポートサービス）の活用
により品質確保

○事務所・維持出張所・コンサル合同の判定会議
を実施し、評価水準を向上

○降雨直後の漏水確認、冬季のつらら発生確認
により第三者被害の防止

取り組み内容

○点検の精度向上・品質確保に対し発注者、受注者ともに高い意識をもって取り組みを行うことで、
トンネルの適確な状態把握、第三者被害の防止につながり、適切な維持管理が可能となる。年間を
通しての柔軟な行動がとれる業務工期等を確保することが必要である。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

⾒直し点検の実施 新技術の活⽤

降⾬直後の
漏⽔確認

冬季のつらら
発⽣確認
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （富山河川国道事務所）

【事故事例等これまでの経験を踏まえたトンネル附属物点検の新たな取り組み】
○第三者被害を未然に防止し、安全・安心な施設の運用を行うためには、トンネル定期点検
要領の点検方法や評価方法に固執することなく、事故事例等これまでの経験を踏まえ、新
たな取り組みを行っていくことが重要です。

資料7-2

○緊急時対応に備え、トンネル点検（土木専門業
者対応）に電気設備専門業者（設備維持業者）を
同行

○開閉可能なプルボックスは点検時に蓋を取り外
し、通常の不可視部（蓋固定ビス、プルボックス内
部にある本体取付金具等）の損傷状況も確認

○附属物点検要領に準じた点検を実施

取り組み内容

○設備維持業者の点検同行により、緊急時の早期対応（ 第三者被害回避）や、損傷によっては
点検時に即時対応（ 第三者被害回避に加え、交通規制コストの縮減）が可能となります。

○通常の不可視部やトンネル定期点検要領では定められていない内容も点検することで未点検箇
所を減らせ、第三者被害の回避につながります。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

設備維持業者によるﾌﾟﾙ
ﾎﾞｯｸｽ蓋取り外し状況

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ内部状況

蓋固定ﾋﾞｽの状態
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （富山河川国道事務所）

【附属物点検の精度向上に向けての工夫】
○中間点検にあたる附属物の遠望目視点検を高所用カメラを用いて点検精度を向上
○直接目視が困難な支柱等の狭隘部をファイバースコープを用いて点検

資料7-3

○附属物定期点検の中間点検は遠望目視にて
実施しているが、高所など確認が難しいところを
高所用に工夫したカメラを用いて撮影して状況を
確認。

○門型標識等、狭隘箇所である支柱等の内部を
ファイバースコープを用いて点検。

取り組み内容

○今回、遠望目視点検において、品質向上のた
めカメラ等を工夫することで、第三者被害が懸念
され、目の届きにくいところの点検を行うことがで
きた。

○近接目視点検の事前調査をはじめとして有効
的である。今後、写真で近接目視点検に相当す
ると判断できるくらいの精度向上に期待する。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

高所をカメラで状況確認

狭隘部をスコープで状況確認

下から

上から

モニターを見
ながら点検

通線窓からスコープ挿入
内部の状況確認

高所用カメラの使用

1
9



工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （富山県）

○県・市町村合同の橋梁点検研修会実施
⇒橋梁点検業務に携わる建設コンサルタントを講師に迎え、研修会を開催した。

○橋梁点検の基準や手法に関する
講義を実施

○小規模橋梁について実際に現地で
点検を実施

○点検結果の評価に関する講義を
実施し、実地研修時の点検結果を
基に実際に診断を行った

取り組み内容

○点検時および結果（報告書）における注目すべきポイントを知ることができた。
○多様な構造形式の橋梁が存在することから、研修においても様々なタイプの橋梁について

点検の着目点や診断事例を紹介していく必要がある。
○自治体間、職員間の診断レベルの統一を図るため、今後も継続的に機会を設けていきたい。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

平成３０年１０月１１日

資料7-4
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （ＮＥＸＣＯ中日本）

○トンネル覆工撮影
【概要】
トンネル覆工コンクリート表面の撮影を行い、変状箇所の事前把握により点検の
効率化を図る

省令点検（近接目視点検）前に、トンネル覆工コンク
リート表面の画像を取得、取得した画像を基に、スパン
毎の変状展開図及びデータシートを作成する事で、近接
目視及び打音点検を実施する箇所のスクリーニングを
行い、点検作業の「スピード化」や「見落とし」を無くし、
点検作業の効率化を図っている。

取り組み内容

○画像の取得により、事前に変状の位置が正確に把握
することができる

○近接目視及び打音点検箇所をスクリーニングすること
が出来き、点検全体の効率化を図ることができた

取り組みの効果、課題、今後の予定など

覆工画像撮影状況

〈80km/h走行にて撮影可能〉

〈撮影後にCrackDraw21にてトレースしひび割れの解析〉

資料7-5
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （ＮＥＸＣＯ中日本）

○点検タブレット（現場業務支援機能）の活用
【概要】
点検記録システムと連動したタブレットを携帯することにより、過年度における点検結果
の閲覧や点検結果の記録をすることで点検の効率化を図る

点検記録システムへの入力作業の内、変状概要や変
状位置、変状写真等をタブレットを用いて現場で入力す
ることにより、点検後の入力作業の負担を軽減し点検効
率化を図っている。

点検タブレットはGPSにより、点検記録システムと連

動しているため、変状位置の記録ミスの防止に繋がる。
また、過去変状（展開図等）の確認も可能であり、既往
資料や野帳などの準備作業を省略化することが出来る。

取り組み内容

点検タブレット導入により、システム入力作業の負担軽減と既往資料の準備作業を省略化すること
ができ、点検全体の効率化が図れた。また、現場で直接記録することにより、監督員や補修担当者
への情報共有や緊急的な対応等を要する変状発見時の報告がスムーズとなった。

しかし、高架下やトンネル内で点検する場合、GPSの受信が不安定なことから、変状位置登録は
課題が残っている。今後、使用者からの要望を集約し、操作性の改善を予定している。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

点検タブレット

写真

現地使⽤状況

点検タブレット操作画⾯

資料7-6
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （ＮＥＸＣＯ中日本）

○小口径カルバートパイプ内の点検
【概要】

人の立入りによる点検が困難であるため、ロボットカメラを活用した点検を実施

小口径のカルバートパイプは、人の立入りに
よる点検が困難であることから、ロボットカメラ
による点検を実施した。

取り組み内容

点検困難箇所に、ロボットカメラを活用することで、安全かつ効率的に点検を実施することが
可能になった。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

写真等

資料7-7
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （長岡国道）

○インフラ点検・修繕の需要性ＰＲ
○土木業界の担い手確保を目的に、高校生を対象に橋梁点検実習を実施

日時 ： 平成30年7月9日
対象 ： 新潟県塩沢商工高等学校3年生、15名
場所 ： 国道17号伊田川橋
内容 ： ・老朽化対策や橋梁点検方法の説明

・実橋にて橋梁点検実施
・点検結果を高校生が報告し検討会実施

（備考） 授業の一環で平成28年度から実施

実施概要

○生徒は「普段橋の下を見ることがなかったが、思わぬところで老朽化が進んでいて驚いた」、
「打音検査で、場所により低い音と高い音で違うことを知った」などの感想を述べ、点検実習を
通じて橋梁補修への関心の高まりが感じられた。

○令和元年度も継続して実施する予定（9月26日実施予定）。

実施結果

資料7-8
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （新潟県） 資料7-9
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （NEXCO東日本）

○点検情報の入力をモバイル端末で実施（即データ化）

○従来は現地で損傷等を図面に記録して、点検
完了後、事務所で点検データをシステムに入力
していたが、点検時にモバイル端末に損傷等を
記録できるようにした。

取り組み内容

○従来の点検方式と比較して点検総時間[外業～内業]の短縮が図れた。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

写真等

資料7-10
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （新潟市）

○ホームページを活用し、橋梁補修工事に伴う規制情報を周知

○ホームページ上に地元回覧向けの「橋梁補修工事のお知らせ」を掲載

取り組み内容

○今後は橋梁維持管理の現状や課題・取組み状況などについて、ＨＰ以外の効果的な広報手
法についても検討が必要

取り組みの効果、課題、今後の予定など

資料7-11
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （金沢河川国道事務所）

○金沢のまちなかのシンボルである犀川大橋の補修工事の現場見学会を実施
今年で建設後９６年となる犀川大橋の補修工事の見学会を通して、橋梁の老朽化対策、長
寿命化の取り組みを広く周知した。また、大学生や若手技術者を対象に技術力向上のため
の見学会も実施。

○老朽化対策、長寿命化の取り組みを
周知するため、周辺住民の方、小学生親
子を対象に計３回の見学会を実施。

○若手技術者の技術力向上を目的に、
地元大学生、メンテナンス会議メンバー
を対象に計２回の見学会を実施。

取り組み内容

○新聞報道を通じて、橋梁の老朽化対策や長寿命化への取り組み等について広くPRすることが
できた。
○地元の大学生やメンテナンス会議メンバーの技術力向上を図ることができた。

取り組みの効果、課題、今後の予定など

資料7-12
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工夫・新たな取り組み等 好事例の共有 （石川県）

○橋梁点検実習の開催
これからの建設業を担う国立石川高専の学生を対象に、維持点検に関する知識を座学で学
ぶだけでなく、実際の橋梁で点検を行う現地実習を実施。

○開催日 令和元年5月28日(火) 13：30～16：00

○場 所 主要地方道 高松津幡線 かほく市高松 地内
浦田橋

○参加者 国立石川高専 環境都市工学科5年生38名

取り組み内容

○参加した学生からは、「授業で習ったこと
のイメージがつかめた」、「将来に役に立つ
良い経験になった」等の感想があり、学生
の知識を深める効果があった。

○TV・新聞報道を通じて、橋梁点検や適切
な維持管理の重要性をPRできた。

取り組みの効果
橋梁点検方法の説明状況

点検ハンマーによる橋梁点検実施状況

資料7-13
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令和元年度広報計画

○道路施設の現況や老朽化・長寿命化対策の必要性と課題について、道路メンテナンス時代における取
り組みを広く紹介し理解を得るため、パネルを作成し、道の駅のイベント等に展示しています。

○定期点検要領改訂に沿ったトンネル点検講習会を開催し、点検の必要性を新聞等にて広くＰＲします。
○黒部市管理の音沢橋において、平成２９年度から修繕代行事業を行い、黒部市と現地立ち会いを行い
ながら工事を進めています。

資料８

写真等
（H30年度等）

写真等
（H30年度等）

実施（予定）日 イベント名 開催場所 内容等

通年 パネル展示 富山河川国道
事務所1階ロ
ビー

富山県内の橋梁等の老朽化
対策の必要性を紹介※

6月28日 トンネル点検講習
会

国道156号
小牧トンネル

主に地公体職員の方を対象
にﾄﾝﾈﾙ点検の講習

7月13日 らっきょう体験掘り
フェア

道の駅「細入」 同上※

8月 道路ふれあいフェ
ア

同上※

8月 ヘリ＆防災フェス
ティバル

クロスランド小
矢部

同上※

道の駅「細入」にてパネル展
示でメンテナンス説明

小牧ﾄﾝﾈﾙにて点検講習会
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溝橋の定期点検実務講習会等の開催

会場 開催日 座学 点検支援技術 溝橋 参加者

新潟会場 R1.6 .17 北陸技術事務所 新潟大橋 木崎水路 国16名， 地公体20名， ｺﾝｻﾙ14名

上越会場 R1.6 .18 直江津国道維持出張所 中郷大橋 古川橋 国10名， 地公体05名

金沢会場 R1.6 .20 石川県庁 今町高架橋 磯部町ﾎ゙ ｯｸｽ 国09名， 地公体34名， ｺﾝｻﾙ17名

富山会場 R1.6 .21 富山防災ｾﾝﾀー 雄峰大橋 二杉１ 国07名， 地公体15名， ｺﾝｻﾙ11名

長岡会場 R1.7 .11 長岡国道事務所 －（ 動画説明） 堀金町 国07名， 地公体13名， ｺﾝｻﾙ10名

平成31年2月改訂の道路橋定期点検要領（ 技術的助言） のうち、 損傷や構造特性に応じて点
検対象を絞り込んだ『 溝橋』 に関する実務講習会と、 併せて新技術の活用による点検方法の効率
化を図るための点検支援技術活用講習会を開催しました。

新潟 新潟県、 新潟市、 村上市、 新発田市、 五泉市、 加茂市、 南魚沼市、 上越市、 糸魚川市、 燕市、 三条市、 長岡
市、 出雲崎町、 小千谷市、 魚沼市、 湯沢町

富山 富山県、 射水市、 朝日町、 立山町、 黒部市、 高岡市、 南砺市

石川 石川県、 金沢市、 七尾市、 小松市、 輪島市、 珠洲市、 羽咋市、 かほく 市、 白山市、 能美市、 野々 市市、 川北
町、 津幡町、 内灘町、 宝達志水町、 中能登町、 穴水町、 能登町

○参加自治体

座学講習 溝橋現地講習 新技術現地講習

合計人数188名 (国49名， 地公体87名， ｺﾝｻﾙ52名)

(上越市管理)

資料１０
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【参考資料】～Ｈ３０年度現場活用状況の動画を公開しました～

○平成30年度北陸地方整備局の橋梁・ シェッド定期点検において下記の「 点検支援新技術」 を活用。
地方公共団体による積極的な活用を図ることを目的に、 活用状況の動画を公開。
【 北陸技術事務所 YouTube】 https://www.youtube.com/user/HOKUGImlit
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橋 梁初 級 Ⅰ 研 修

＜目的＞
道路橋に関する基礎知識及び点検・診断に関する

基礎知識の習得
＜教科目＞

道路構造物をめぐる今日的課題と今後の方針、点 検に関する法令及び
技術基準の体系、橋の構造の基 本、鋼部材の損傷と診断、コンクリート
部材の損傷と診 断、定期点検の実施と記録、下部構造の損傷と診断、
支承・附属物等の損傷と診断、附属物の定期点検要領概論、土工構造
物の構造の基本、ジェッド・大型カルバート等の定期点検要領概論、現
地実習、達成度試験（学科、実技）

＜対象＞
道路系一般職員

＜実施時期＞
西部： ７月３０日（火）～８月 ２日（金）
東部： ８月 ６日（火）～８月 ９日（金）

＜開催場所＞
西部：北陸地整 北陸技術事務所 富山出張所
東部：北陸地整 北陸技術事務所

＜Ｈ２６～３０参加者 累計＞
１９０名 （地公体 １４８名）

橋 梁 初 級 Ⅱ 研 修

＜目的＞
道路橋の点検・診断の知識及び補修・補強の工法 選択の判断に

必要な知識の習得
＜教科目＞

道路橋をめぐる今日的課題と今後の方針、点検に関する法令及び技術
基準の体系、橋の構造の基本、鋼橋の損傷、鋼橋の補修・補強、コンクリ
ート橋の損傷、 コンクリート構造物の補修・補強、既設橋の耐震補強設計、
橋梁補修工事現地実習、非破壊検査技術 等

＜対象＞
道路系係長又はこれに準ずる職員

＜ 実施時期＞
１０月１日（火）～１０月４日（金）

＜開催場所＞
北陸地整北陸技術事務所

＜Ｈ３０参加者＞
１３名 （地公体 ５名）

令和元年度 北陸地方整備局 道路構造物管理実務者研修

現地実習 講義状況

非破壊検査実習状況

トンネル初級研修
＜目的＞

トンネルの定期点検に関する知識、補修・補強の基礎的知識の習得
＜教科目＞

トンネルの計画・設計、トンネルの施工、トンネル本体工の点検、トンネル

の補修・補強、附属施設の点検、トンネル点検現地実習、点検調書作成表
＜対象＞

道路系係長又はこれに準ずる職員
＜ 実施時期＞

１１月２０日（水）～１１月２２日（金）
北陸地整北陸技術事務所

＜Ｈ３０参加者＞
６名 （地公体 １名）
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